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0 ，　AbstraGt

Recently　OPAC 　 or 　e
−journal　have　been　 spreading ，

therefbr
，
　you　can 　obtam 　any 　L皿fbrl皿 ation 　even 　if　you

do　 not 　 go　 to　 the 　 library．　 However，　 the 　 un 重versity

library重s　 the　important　 space 　as 　 learni皿 9 　and

communication 　 il　 the 　 ulliversity 　 campus 　 for　 the

students ，　This　study 　9．　uggests 　new 　learni皿g　space 　and

common 　 space 　 and 　investigates　posS孟bility　of 　fUture

good　learning　environment ，　and 　the 　aim・is　t・ achieve

elficient 　Archit，ectural 　plan　design血 the　library．

1 ，研究背景

　国 立 大学 で は、大学の 法人化、18歳人 口 の 減少、第 三

者評価 に よ る競争原 理 政策の 導入 など大学問 の 競争激化

を 背 景 に、特色 あ るキ ャ ン パ ス 環 境 づ く りや 教育 ・学習

空 間 の 整備な ど多様 な 施策の 必 要 性 が 議 論 され て い る。

特 に 大学図書館 は 大学 の 学習
・
研究な どの 教育基盤 と し

て 重要な役割 を担 っ て い る。最近 は、OPAC や電子 ジ 亭

一
ナ ル が普及 して きて お り、図書館 に行 か ず とも情報を

入 手す る こ とが 可 能に なっ て きて い る。しか しなが ら、

大学図書館は学生の キ ャ ン パ ス 内の 学習空 間
・居場所と

し て も重 要 な 施 設 と位 置付 け られ る と 考 え られ 、今 後、

従 来 の 図書館機 能 に加 え て 充 実 した 場所 の 提案 が 必 要 に

なっ て きて い る。

2 ，研究目的

　平成 18年 に 出 され た 文部科学省 の 審議会報告「学術基

盤 の 今後 の 在り方 に っ い て 」
］）
で は 、大学図書館 が 大学

の 戦略的 ビ ジ ョ ン に 立 っ て 学生の 学習及び大学生活 の 場

と して の 、魅力 あ る場所 と して の 図書館施設
・設備の 整

備する こ とを求 め て い る．また 、大 学図書館 に は資料 サ

ービ ス だ けで な く、7 項 に述 べ るよ うな建築的な 「場 と

して の 図書館1 と して の ニ
ーズが あ りそ うで あ る こ とか

ら、それだけの 要求 に こ た え られる図書館施設 の 整備の

必要性は高い と考えられる。そ こ で本研究で は、新 しい

学習 空 間や 居場所（共有ス ペ ース ）を提案す る こ とで 今後

の 良好な学習環境 に つ い て の 可能性 を探 り、今後 に役立

て る こ とを H 的とす る 。

3 ，研究方法

　文献な ど を用 い て 大 学図書館 の 利用者の 変化、電子 ジ

ャ
ーナ ル やデー

タベ ー
ス サ

ービ ス の 導入状況、大学図書

館の 取 り巻く現状に つ い て 調査 し
、 理解す る n その 後 、

大学図書館の 学術情報基盤 と して の 機能や建築的空間の

意義、ま た、すで に大学図書館の情報化 に 対応 して きて

い る米国 におい て の 展開 にっ い て 把握する。以上 の 現状

を把握 し ，今後、建築的視 点に おい て 日 本 の 大学図書館

の 在り方 につ い て 考察す る。

4 ，大学図書館の基本的役割

大学図書館は、大学本来 の 目的で ある高等教育と学術研

究活動を支え る重要な学術情報基盤 で あ り、、大学に と っ

て は 必要不 可欠 な機能 を持 つ 大学 の 中核を成す施設 で あ

る。そ こ で は、大学 に お い て 行われ る教育、研究 に 関わ

る学術情報 の 収集、蓄積、組織化が行 われ 、蓄積された

学術情報 は、検索 可 能 な 形 で 公 開され る こ と に よ り、社

会 の 共有財産 となる。こ れらの 学術情報の 活用 に よ り、

大学は教育や社会貢献活動を通 じて 人材養成 に貢献す る

とともに、
一
層の 研 究活動を促進す る．こ の 知 の サイ ク

ル に よ り、学術情報は 大学の 教育研究活動を
一

層活性化

す る と い う特徴を持つ 。

教育面で は、教室 に おけ る講義 と、その 前後 に お け る学

生自らの 学習を あわ せ て 成り立 っ もの で あり、学生 が 図

書資料を 活用 し なが ら自ら学習する場 として、大学図書

館の役割は極め て 重要で ある 。 これ らの 教育研究支援が

大学図書館の 学術情報基盤 と し ての 基本的な役割 で ある。
＊ ］
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5 ．電子化の 状況 に つ い て

　電 子 ジャ
ーナ ル の 普及、所蔵資料 の デ ジ タル 化等、学

術情報流通 に お け る電子 化 につ い て は、こ の 10年程度の

問に急速に進展 しっ つ あ る。文部科学省で は 平成14年 の

「学術情報 の 流通基盤 の充実に つ い て 」 臼こお い て 大学

図書館を含める情報処 理関連施設などの 整備 を推進 し、

電子 ジャ
ーナル 導入経費な どの 臨時的経費により、国立

大学 に お ける大学図書館の 電子化 は 大きく進 み つ つ あ る 。

国立大学図書館協会の 大学にお ける 電子 ジャ
ーナ ル の 利

用 の 現状 に っ い て の 調査 に よれば、大学図書館 に おけ る

ホーム ペ ージの 開設 ・サ
ー

ビス の 提供は、国立 大学 で

100％ 、公 私 立 あ わ せ て も9割近 くに 達 して お り、電子 ジ

ャ
ーナ ル の 総購読タ イ トル 数は 57、平成 15年度に お い て

は全大学 で延 べ 85万タイ トル 、 国立大学で は 1大学当たり

約 4
，900タイ トル 、 最多で 14，00eタイ トル に達 して い る大

学もあ る
2）。

　平成19年に は文部科学省 は 「学術基盤 の 今後 の 在 り方

に つ い て 」
1）
の 報告 の 中で、電 子 化 へ の 積極的な対応を

打 ち 出 して お り
、 今後も大学図書館は、さらに こ の よう

な電子化 の 進展 に対応 して い くこ とが 予想 され る。

6 ．場 と して の 図書館

　前節 で 述べ た よ うに、大学図書館 で は情報処 理 化 が急

速 に進 み 、資料の デジ タル 化やネ ッ トワ
ー

ク化 で 資料 は

書物に頼 る必 要性 が薄れ て きて い る。しか し、一
方 で 図

書館 の 本質を見直 し f場所 と して の 図書館 丿あるい は 「建

物 と し て の 図書館」 を 再評価す る動きもあ る
1｝。文献 の

調査や図 書の 貸出 とい うような大学図書館 の 利用 だ け で

は な く、学生 の 学内における コ モ ン ス ペ ース の 役割と し

て の 再 評 価 で ある。

　文 部科学省 は 「学術情 報 基盤 と して の 大学図書館等 の

今後 の 整備 の 在 り方 に つ い て 」 の 中で 、厂大学図書館は、
学生 に と っ て は学習 の 場 で あると共 に 大学生活 の 場 で も

あ り、学生 に魅力ある場所 として の 図書館施設
・
設備 の

整備 が 求 め られ る。」
1）
と記述 し て お り、さ ら に永 田治樹

（筑波 大 学教授）は 、今 日 の 大学図 書館 を捉 え る 三 っ の 視

点 の うち の
一．

っ に 、「大学図書館 は情報や 知 識 に 基 づ き学

習するた めの 知的な空 間 で あ り、ま た 、学生同士 の 情報

交換や 勉 学 の 共 同 作業 を行 う場 で あ る 。 」
3）と挙げて い る。

ま た 建築家鬼頭梓 は、図書館を使 う学 生 か らの 視点 と し

て 、「い ろん な座席があ る とか、あ る い は 何人 か で し ゃ ぺ

っ て もお こ られない 部屋 が あ る とか 、閉架書庫で も学生

が 入れ る など。学生 に と っ て 使い 易 くて 便利 ・親切 に な

っ て い くこ とが大切で あ る。」
4）
と語 っ て い る。

　上 記 の こ れ ら の 考 え は、大 学図書館 に お け る 施設 と し

て の 図書館機能は 文献 の 保存やそれ らの 貸出、発信 とい

っ た サイ クル が主な図書館利用の 形態だ っ たが、イ ン タ

ー
ネ ッ トを使用して の 情報入 手が

一
般化しつ つ ある 巾で 、

文献や書籍 とい っ た情報の 発信は 主な利 用 目的で は な く

な りっ っ あ る こ と を示唆 し て い る と思われ るe

7 ．先進事例と して の 米国

　 1984年 に ラン カ ス タ
ー

は 電子化され た 図書館の 構想を

示 した 「ペ ーパー
レ ス 論」

s ）を 論 じ、1992年 に ウィ リア

ム ・バ ー
ゼ ル は、電子図書館 と場所と して の 図書館 を対

立 的 に 見 る 見方 の 検討を 「電 子 図書館 の 神話 」
6）

の 中で

され て い る。イ ン ターネ ッ トが 普及す る以前 に こ の 様な

議論をされ、次8項 に示 すイ ン フ ォ メー
シ ョ ン ・コ モ ン ズ 、

イ ン フ オ メ
ー

シ ョ ン
・

コ モ ン ズ の ような事例を実践して

きた米国 は、電子 ジ ャ
ー

ナ ル 化 な どの 電子化 され た 図書

館 の 普及 とい う視点で 先進 事 例 と言 え る 。 米国 もH 本 と

同様 どこで も情報 が 手に入れられ る イ ン ターネ ッ ト時代

の 到来か ら図書館 として の 存在意義の 消滅の 危機に議論

し、対応して きた。

　2005年2E の 「場所 と して の 図書館 ：役割 を再考 し、空

間を再考す る」 と題 した報告書
7）
の な か で 建築家 ジ ェ フ

リ
ー ・

フ リ
ー

マ ン は、資 料 の 配 置を中心 に して きた 10−

15年前 に は 図 書館 に は 不 要 と され て い た学習ス ベ ース が

新 し い か た ち で 要請 され るように なっ た 。 そ して 図書館

建築に と っ て 重要 なこ とは 教室 の 学習機能の 延長 と して 、
利 用者が どの よ うな情報行動をとるの か を 予測 しつ つ 機

能 の 配置をす る こ とだ。」 と述べ て い る。バ ー
ナ
ー

ド・ブ

リッ シ ャ
ー

（バ
ー

ジニ ア 大学） もまた 、デジタル 時代 だ

か らな お さ ら建 物 を伴 っ た 研究図 書館が 必 要だ と述 べ て

い るη。

8 ．イ ン フ ォ メー
シ ョ ン／ラーニ ン グ・コ モ ン ズ に つ い て

　イン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ・コ モ ン ズ は、デ ジ タル 時代 の 盾

報資源を利用す るた め の 共 有資源
・
公 共の 場 と して 米 国

で 提唱 され始 め た。米 国 の 大 学図書館 に お い て イ ン フ ォ

メーシ ョ ン ・コ モ ン ズ が 生 まれ た の は、1990年代 で ある。
ウ ェ ブ ブ ラ ウザ の 先駆け的存在 で あるMosaic が公 開 され、
WWWが 無料開放 された直後の 図 書館界に は、図書館 自体 が

存続 して い ける の か とい う問題が背景 に あ っ た、そ して 、
入 館者数と貸出数 が減少 し続 ける とい う現象が、さらに

危機感を 高め、イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ・
コ モ ン ズ は提 唱 さ

れ始め た の で あ る。

　イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ・コ モ ン ズ は こ れまで の 図書館や

情報 セ ン タ
ー

とは異な り、  電子資料、  コ ン ピ ュ
ータ

資源 と 「青報ネ ソ トワ
ーク、それ に   ，rA い 机 ・作 業場所な

一422一
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どの 使 い 勝手 の よい 環境を整備 したもの で あ る。図書館、
コ ン ピ ュ

ーター
セ ン ター、学習 ・研究室とい っ た機能を

統合 し、学生 の 学習
・
研究活動を向上 させ るこ とを目的

に提唱 された モ デル で ある。

　ラー
ニ ン グ ・コ モ ン ズ は、2005年4月 に開催され た米

国大学図書館協会（ACRL）全国会議 の 中で 、次 の よ うに 示

され て い る 。
「イ ン フ ォ メーシ ョ ン ・コ モ ン ズ か ら ラーニ

ン グ ・コ モ ン ズ へ の 転換は学部教育の 新た なパ ラダイ ム

転換、すなわち学習理論が 「知識 の 伝達1 から 「知識 の

創 出 ・自主的学習 」 に移行 した こ とを反映 した も の 」
7）

したが っ て、イ ン フ オ メ
ー

シ ョ ン
・

コ モ ン ズ をさらに 展

開 して、学生 の 主 体的 な 学習活 動 を重視 した もの と考 え

られる。吟 後 の 大学像の 在 り方 に 関する調査研究（図書

館）報告書」
3）の 中で 、現時点 の好例と して エ モ リー

（Em。ry ）大学の 「Cox　Hall」 が 紹介され て い る 。 （図1）

図 1 エ モ リー大学 「Cox　Hallj平面 図
s）

　 イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ／ ラー
ニ ン グ ・コ モ ン ズ の 構成要

素 ｝ま、　Space　（方芭設
‘
設備）　、　Stock　（資半斗）　、　Staff　（職

員）とな る，施設 ・設備 と して は まず、図 1の   に 示す よ

うな、通常 の 閲覧席よりも広 い テ
ーブ ル や作業場所 、コ

ン ピ ュ
ー

タ資源 とネ ソ トワ
ー

ク 環境、必 要な資料群など

が ある （写 真 D。図 1の   に 示 す よ うな、カ フ ェ や ラ ウン

ジ な どの 社交 的 な 施設 （写 真2＞。そ し て 図 1の   に 示 す よ

うな、グル
ー一プ 学習 室 や プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン 室 （写真3、

4）。移動 可能なパ …
テ ィ シ ョ ン 等 に よ る フ レ キ シ ブル な

空間な ど が付 設 され て い る こ と もある。資料と して は、

従来図書館で 所蔵 して い た印刷資料の ほ か 、電子ジ ャ
ー

ナ ル
・
電子 ブ ッ ク 、電子 辞書

・データ ベ ー
ス な どの 電子

資料を利用可 能 とす る。また、こ れ らの 施設 ・設備 と資

料を 十分 に活 用 す る た め の 人的な支援サ
ー

ビ ス は 不 可 欠

とな っ て い る、

写 真2 カフェ

写 真3 グル ープ学 習室 　　　写真 4 プレゼ ンテーシ ョン 室

※写真1
’
4fi考 8）T｝旧 C 。mputmg 　C 巳nter 　at　the　Cox　Hatl　 hnp 〃cet，emory ，edUlcoXi

　イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ／ラー
ニ ン グ・コ モ ン ズ の 主な特徴

は 次 の よ うなもの が考え られる。

（1 ）学生 の 学習 に 必 要な情報資源や情報技術関連設備 と

そ れ らの 活用能力を育成するた めの サ ポートを統合的 に

提供する こ とが で きる。

（2 ）図書館職員による レ フ ァ レ ン ス サ
ービス 、教員 に よ

る情報 リテ ラ シ
ー

教育等 に よ る情報技術活用支援、学生

の 学習相談等の サービ ス を
一

箇所 で受 け る こ とが で きる。

（3 ）大学図書館が学部 ・研究科 、 情報連携基盤 セ ン タ
ー

や情報メ デ ィア 教育セ ン ター等学内の 教育 ・情報施設と

の 連携 ・協力 を強化 し、大学の 教育課程に 深 く関与する

こ とが で きる。

（4 ）グ ル
ープ ・プ レゼ ン テー

シ ョ ン 、授業、自学自習等

様 々 な学習形態 に対 応 した ス ペ ー
ス と必 要な設備、ツ

ー

ル 、情報 資源 を 統 合 的 に提 供 す る こ と が で き る。

（5 ）学術機関リポ ジ トリな どの デジ タル
・

コ ン テ ン ツ と

印刷体の 図書館資料を シ
ーム レ ス （継 ぎ目の ない ）に 活用

で きる能力を効果的 に 育成す る 実践 の 場を提供する こ と

が で きる。

9− 1，イ ンフ ォ メーシ ョ ン／ラ
ー

ニ ング ・コ モ ン ズ事例

　米 国 で は イ ン フ ォ メー
シ ョ ン ／ラー

ニ ン グ・コ モ ン ズ の

言葉 を用 い て 、整備 を進 めて い る大学図書館が増え つ つ

あ る。鬨内に もラ
ー

ニ ン グ ・コ モ ン ズ を用い た大学図書

館 の 事例が登場 し始め て きた。以下に イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ

ン ・ラー
ニ ン グ／コ モ ン ズ を導入 した 3 事例 と特徴を示す。

（1 ）南カ ル フ ォ ニ ア 大学リーヴィ 図 書館

　 リ
ー

ヴィ 図書館 は 最も早期 （1994）に イ ン フ ォ メー
シ ョ

ン ・コ モ ン ズ と し て の 施設 モ デ ル を提 示 し、実現 し た事

例 とい われて い るc リ
ー

ヴィ 図書館 で は、i階 ・2階 の イ
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ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン ・＝ モ ン ズ に 180台 の PC を設置 し、図

書館で 提供する電子的情報資源 ・ウェ ブ ・製作用 ソ フ ト

ウェ ア ・教材 などを利用で きる よ うに してい る、ま た、

学習上の助言や ソ フ ト ウェ アの 利用支援 も行 っ て い る。

そ の ほ か に、18台 の A▽機器、34の グル
ー

プ学習室、2っ

の 教室、プ レ ゼ ン テーシ ョ ン 室 を設置 して い る。ま た 、

英語学科に よ るライテ ィ ン グ
・セ ン タ

ー
（学生 の 文章力

’

や批評的思考力 を高め る ための 少人数教育 を行 う） も併

設 して い る点 に 特色がある。

（2）マ サチ ュ
ーセ ッ ツ 大学デ ュ ボ ア 図書館

　デ ュ ボア 図書館は、2005年に 改修を行い メ イ ン フ ロ ア

に ラー
ニ ン グ ・コ モ ン ズ を設置 した。 250座席、164台の

PCを設置 して い る。 ラ
ー

ニ ン グ ・コ モ ン ズ には、技術支

援デス ク、レフ ァ レ ン ス
・
研究支援デ ス クなどの サ

ービ

ス ポ イ ン トが設置 され て い る ほ か、学内の 他組織 との 連

携 に よ
’
り、学習上 ・就職上 の 指導 ・ア ドバ イ ス を行 うコ

ー
ナ
ー

や ラ イ テ ィ ン グ 指 導 コ
ーナー

も併設 し、多岐 に わ

た る学生 の 学習支援活動 を行 っ て い る。飲食 に便利 な よ

う、 同 じフ ロ ア に は カ フ ェ が ある。飲食に関す る制約は

緩和 され て お り、密 閉で きる飲食物 で あれば、館内 に 持

ち込む こ とが で きるc

（3 ）横浜国 立 大学中央図書館

　中央図書館は、2003年 に改修を行 っ た。グル
ープデ ィ

ス カ ッ シ ョ ン に よ る学習や コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を意図 し、

1 階に メ デ ィア ブース 、カ フ ェ テ リア を配置 して い る u

2 ・3階に はPCを配置 し、65台の PCを設置 して い る 。 メ デ

ィ ア ホー
ル も設置 され て お り、講演会や 発表会の 場 と し

て 活用されてい る。図書館セ ン ター
で は学生 の サボ ー

ト

を積極的 に 行 っ て い る。

10 ．ま と め

　以 上 で 、現在、大 学図書館を取 り巻 く電子化 の状況、

新し く取 り入れ られ始 め て い る提案モ デ ル な どの 状祝 に

つ い て 記述 して きた。大学図書館の 運営っ い て は各大学

の 付属図書館が積極的 に 実例を踏ま え議論を講 じて い る

こ とが 分か っ た。6節で 示 した 通 り、図書館サ
ー

ビ ス 全体

に わた る資料な どの サービ ス と並 ん で 「場 と して の 図 書

館」 の 重 要性 は 高い こ とを記述 し た
。 学生が 自主 的 に問

題 解決 を 行 い，自分の 知 見 を加 え て発信する とい う学習

括動全般 を支援す るた め の 施設 とサ
ービス

・
資料を提供

す る必要 性 が あ る こ と も示 して い る の で は ない か と考 え

られ る、

　そ の た め に施設 と し て の 図書館 は 、独習 も し くは 読書

する た め の 設備だ け で は な く、イ ン フ ォ メー
シ ョ ン 〆ラ

ー

ニ ン グ ・コ モ ン ズ な どの イン タ
ー

ネ ソ トをは じめ とす る

情報化社会 に あ っ た学習の 場や、コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ンや

多様な情報展開を考慮 し、展示 ス ペ ー
ス 、カ フ ェ 、ホー

ル など社交的な空間を設けて い る。また会話や飲食 の で

き る ゾ
ー

ン づ くり も、社会的 ・文化的変化 に適合 す る た

め の 方策 で あ る 。 そ れ に伴い 大学図書館 に おける施設計

画 は書架室 ・書庫、閲覧室、レ フ ァ レ ン ス ・事務室 とい

っ た機能 の 構成が 多様化 しそ うで あ る。特に 、書架を読

む 他 に学生 の 学習 ス ペ ー
ス と して も機能 して い る 閲覧室

は あらゆ る充実 した機能や ス ペ ース が 導入 され る の で は

ない か と考 え られ る。今後 さらに 大学図書館 の 機能 の 多

様化 は進 む で あ ろ うと考 え られ る 。

　もともと図書館 に は 「図書館で は静粛に 」 とい う基本

概念があっ たこ と は異論ない だ ろう。そ して、その 静粛

な る図書館に、多様な機能を配置 したもの が今回 記 述 し

て き事例 で ある。こ の よ うな多様化 した 機能を現在で は、
ス ペ ース の 分 断 化 を採 用 す る こ と に よ っ て 可 能に して い

る 。 しか し、平面計画や ゾー
ニ ン グ手 法と して は よ り最

適な方法が あるの で は ない か と思われ る 。

　この よ うに、建築学的な視 点で は 図書館空間 の もつ 社

会的 ・相互 作用的性格を、最大化 して ゆ くた め の 施設
・

設備を整備 して い くこ とが今後必 要 に な っ て くる と考え

られ る。学習環 境 に適 した 共 用 ス ペ ー
ス と して の 在 り方

と提案を今後 も行 っ て い きた い と考 え る。
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